
















































いるアリガル・ムスリム大学のアンサリ（Ansari）教授が，ここで出版している学術雑誌 Studies in 





































































　 8月24日ジャイプルから南へ車でおよそ 2時間のところにあるラージャスタン州のトンク（Tonk） 
のアラビア・ペルシア語研究所を訪問。正式名称は Government of Rajastan Maulana Abul Kalam 





　 1） At a glance
「インドにおけるイスラーム科学の原典研究」中間報告⑶ 29
　 2） Preparations
　 3） List of Manuscripts of Arabic before 1526 A. D.
　 4） Arabic Manuscripts written after 1526 A. D.
　 5） Arabic Manuscripts of Mathematics, Arabic Manuscripts of Astronomy
　 6） Manuscritps of Astronomy, Astrology and Mathematics, Persian & Urdu also preserved 
in the institute
　 7） List of printed books concerning to research work available in the institute （Persian）
















　今年 3月に出版されたばかりの立派な Souvenir ― 25 Glorious Years of MAAPRI, Silver Jubi-




















　ここのカタログ（Catalogue of the Arabic Manuscripts Vol. III）を購入。
1.1.5　ジャンタル・マンタル天文台訪問


















1.1.6　Man Sing II Museum Libraryでの調査
　 8月25日午後，ジャイプルの宮殿の博物館にある図書館（Man Sing II Museum Library）で館長
と図書館員（Curator）のシャルマ（Pankaj Sharma）氏に面会した。今年は珍しく雨が降り，湿度





David King, ‘A Handlist of the Arabic and Persian Astronomical Manuscripts in the Maha-




・Catalogue of Manuscripts in the Maharaja of Jaipur Museum （Maharaja Sawai Mansingh 
Memorial Series No. 1）, Jaipur 1971.
・Literary Heritage of the Rulers of Amber and Jaipur （Maharaja Sawai Mansingh Memori-




David Pingree, A Descriptive Catalogue of the Sanskrit Astronomical Manuscripts Preserved 


















　クーシュヤール・イブン・ラッバーンの『天体の距離と大きさに関する論文』（Risāla ﬁ l-’Ab‘ād 
wa-l-’Ajrām）という著作の写本について本所報第 2号で簡単に紹介した。これはパトナのフダ・バ
フシュ図書館の貴重写本のひとつであり，同図書館カタログ番号2468（請求記号2519）の「作品集」













が，これは，わたしが所有する Zīj al-Jāmi‘ の写本コピーを見る限り正確な情報
とはいえない。写本のうち完全なものと言える 3種類はいずれも第 3巻の第22章をこの問題にあてて
いる。それらのフォリオ番号とタイトルは次の通りである。
・Yeni Cami 784, fol. 330b-331a : ﬁ l-’Ab‘ād wa-l-’Ajrām Kawkab : al-t.arīq ’ilay-hā
・Fatih 3418, fol. 113b-115a : ﬁ l-’Ab‘ād wa-l-’Ajrām
・Leiden Or. 8, 94a-94b : ﬁ l-’Ab‘ād wa-l-’Ajrām
フォリオ数を見てもわかるように，この章はいずれの写本においても 2頁余りの短いものであり，分
量からするとパトナ写本の 3分の 1程度である。これらの写本のうち Leiden写本は比較的読みやす
く，lacunaも少ないので，わたしは主としてこの写本を用いてパトナ写本と比較した。その結果，
パトナ写本として伝えられるクーシュヤールの作品は Zīj al-Jāmi‘ の第 3巻第22章とは別の独立した
ものと見るべきであることが明らかになった。したがって両者の関係は次のいずれかである。
1　いくつかの関連論文について教示いただいた三村太郎氏に感謝する。
2　Rasā’il ’l-Mutafarriqa ﬁ l-Hai’at li’l-Mutaqaddimīn wa-Mu‘āsiray il-Bīrūnī, Osmania Oriental Publica-





このハイダラバード版はそっくりそのまま Islamic Mathematics and Astronomy, Volume 74 として F. Sez-
ginによって1998年にフランクフルトでリプリントされた。




4　F. Sezgin, Geschichte des Arabischen Schrifttums, VI, 1978, p. 248.
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1．Zīj al-Jāmi‘ の第 3巻第22章が先に書かれ，この部分をさらに拡張したのがパトナ写本の
『天体の大きさと距離について』である。
2．パトナ写本の作品が先に書かれ，これを要約したものが Zīj al-Jāmi‘ の第 3巻第22章として
取り込まれた。




















































6　Bernard R. Goldstein, ‘The Arabic Version of Ptolemy’s Planetary Hypotheses’, Transactions of the 
American Philosophical Society, New Series History of Mathematical Astronomy, p. 917ﬀ . 高橋憲一『コペ
ルニクス・天球回転論』みすず書房，1993年。とくに138頁。Andrea Murschel, ‘The Structure and Func-
tion of Ptolemy's Physical Hypotheses of Planetary Motion', Journal for the History of Astronomy, xxvi 
（1995）, pp. 33-61
7　Goldstein, p. 5.
8　Régis Morelon, ‘La version Arabe de Livres des hypothèses de Ptolémée’, Mélanges Institut Domonic-























9　Y. T. Langermann, ‘The Book of Bodies and Distances of H. abash al-H. āsib, Centarurus vol. 28 （1985）, 
pp. 108-128.

















11　Ch. Burnett, K. Yamamoto, and M. Yano, Al-Qabīs. ī : The Introduction to Astrology, Warburg Institute 
tudies and Texts 2, London-Turin, 2004.
「インドにおけるイスラーム科学の原典研究」中間報告⑶ 37
　なおアル＝カビースィーは地球の半径を3209マイルとして，上記の距離をマイルによっても表して
いる。
2.3.5　アル＝ビールーニー
　アル＝ビールーニーは『天文宝典』（al-Qānūn al-Mas‘ūdī）の第10巻第 6章でこの問題を詳しく扱
っている。天体の地球からの距離に関しては，まずインド天文学で用いられる数値を「プリサ」（Pu-
lisa）すなわち『パウリシャ・シッダーンタ』（Pauliśasiddhānta）に基づいて紹介している。
　インド天文学の伝統ではすべての惑星は同じ時間では同一のリニアな距離を運動することになって
いる。ここで角度における月の軌道の 1分が15ヨージャナ（yojana）であることが前提になっている。
月は 1ユガ（4,320,000年）に天球を57,753,336回転するので，その間のヨージャナ単位の運動は
　　57,753,336×360×60×15＝18,712,080,864,000ヨージャナ
になる。すべての惑星は 1ユガの間にこれだけの運動をするので，この数値を各惑星の 1ユガにおけ
る回転数で割ると，各惑星の軌道の周囲がヨージャナ単位で得られることになる。ビールーニーはこ
れを円周率 3927―1250（＝3.1416）で割るが，この比率を「アルキメデスの見解と離れていない」と述べて
いる。
　たとえば土星の場合は 1ユガにおける回転数は146,564なので，軌道半径はおよそ63,835,869ヨージ
ャナになる。ビールーニーによれば，15ヨージャナが 8マイルであるから，およそ34,045,797マイル
に相当する。これはオーダーとしてはクーシュヤールの値に近い。
　インド天文学における惑星の距離の問題をこのように論じたあと，ビールーニーは「ギリシア人た
ち」の見解を紹介する。その内容は上に述べたものと同様である。
　ビールーニーは『星学入門』においてもこの問題を扱っている。この書物は占星術の入門書である
が，数学，天文学，宇宙論の基礎を説明してから占星術の専門的なテクニックを教えるものであり，
天文学にとってもきわめて便利なすぐれた入門書である。その第205章と第206章に天体の距離と大き
さの問題が扱われており，それは『天文宝典』の当該部分を見事に要約したものでもあるので，そこ
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にみられる数値を表 5にまとめておきたい。
2.4　さいごに
　天体の距離と大きさについて，クーシュヤールと，彼に前後する天文学者たちの数値を比較してみ
たが，いずれもプトレマイオスの『アルマゲスト』や『惑星の仮説』から大きく逸脱していないこと
がわかる。しかしまったく同じ数値が用いられているわけではなく，いくつかの変更が見られること
も事実である。これらは天文学的な観測に基づく変更ではなく，あくまでも数値計算上で起ったもの
である。惑星の経度と緯度については観測が大きな役割を果たしてきたが，その物理的実体としての
距離と大きさの問題は，地球を中心とする古代・中世の宇宙論の枠組みのなかでは正しく扱うことは
できず，もっぱら数値的な操作に終始せざるを得なかったのである。それでも古代・中世天文学者の
心を捕らえ続けた問題であった。
　プトレマイオス自身が『アルマゲスト』と『惑星の仮説』では異なった数値を用いているところが
ある。それは単に数値のラウンディングの問題に帰せられるものもあるだろうが，計算手順の違いに
由来することもあるだろう。同種の問題を扱うアラビア語の文献に見られる数値の違いも，それぞれ
に意味があり，ひとつひとつが説明できるはずである。それによってテキストの伝承・依存関係など
も明らかになってくる。今回の報告ではこれらの詳細について分析する時間的余裕がなかったが，引
き続いてこの問題を追求していきたい。
　またこの点に関して，ビールーニーがギリシア人とインド人の見解を，比較するかのように，同じ
文脈で紹介しているとことはきわめて興味深い。インドの宇宙論は，時間論とともに巨大な単位を用
いるところにその特徴があるが，ギリシア由来の閉じられた宇宙論とインドの宇宙論がかれのなかで
どのように共存ていたかをさらに検討するのも今後の課題である。
